
⼀般社団法⼈A-GOAL
2022年度事業報告書

（2022年6⽉1⽇〜2023年5⽉31⽇）
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2022年度を振り返って

⼀般社団法⼈A-GOAL設⽴2年⽬（任意団体 A-GOALプロジェクトとして活動を開始してから3年⽬）の2022年
度は、2つの⾯で新たなチャレンジを⾏いました。

1つは、ケニアでのユースサッカーリーグの開幕です。2020年からの⾷料緊急⽀援で信頼関係を築いてきたケニ
ア⼈サッカー指導者のケン⽒・コリンズ⽒とともに、キベラスラム（アフリカ最⼤のスラム）で、⼦どもたち約
800⼈が参加するリーグ戦を開始しました。2022年10⽉〜12⽉に実施したトライアルリーグでは、⼗分に⾷事
ができない中でサッカーをして倒れる⼦どももいたことから、2023年3⽉から開始した「TAKESHI SEO & 
JAPAN presents キベラ A-GOALリーグ」では、参加する⼦どもたちに⾷事も提供しています。 現地からは
「リーグに参加することによって親から認められた」「ドラッグから離れることができた」など嬉しい声も届い
ており、このリーグを継続・発展させていくことがA-GOALの次なるチャレンジになります。

もう1つは、マラウイでのローカル⾷堂「ZATHU Cape Community Kitchen & Bar」開業です。2020年から農
業⽀援を⾏ってきたマラウイで、⾷堂を開業するためのクラウドファンディングを2021年度に実施させていた
だきましたが、ついに2022年10⽉にグランドオープンしました。開業以来、55カ国の⽅に利⽤いただき、共同
農園も2箇所から3箇所に広がりました。現地に拠点ができたことにより、JA茨城のYouTube企画をはじめ、⽇
本とアフリカを繋いだオンラインイベントなども実施できるようになりました。

⽇本では、東京・横浜・栃⽊・沼津・神⼾・秋⽥・仙台でアフリカイベントを主催・運営・ブース出展し、⼀般
の⼈にとって遠い存在であるアフリカをスポーツを通して少しでも⾝近に感じてもらえるきっかけが作れたので
はないかと思います。運営ノウハウを蓄積することにより、主催団体から運営を依頼されることも増えてきまし
た。

A-GOALは私を含めて、専業の職員はいません。全員がボランティアの中でいかに無理なく活動を持続させるこ
とができるかもテーマになっています。A-GOALの活動をサポートいただく寄附者・運営メンバー・アフリカ現
地のカウンターパートとともに、これからもスポーツを通して⽇本とアフリカの助け合いの関係を築いていきた
いと思います。

⼀般社団法⼈A-GOAL 代表 岸卓巨2
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⼀般社団法⼈A-GOAL
◆⽬的︓スポーツを通じて⽇本とアフリカの相互扶助を推進すること 

◆役員
代表理事 岸卓巨
副理事 草苅康⼦ 福居恭平
理事 宮嶋泰⼦ ⽵⽥憲⼀ 浅⽊⿇梨耶 今⼦由稀
監事 ⼩林勉
役員 ⾦森⼤輔 ⻘柳直希

◆設⽴︓2021年5⽉20⽇

◆所在地︓東京都豊島区南⼤塚2-13-3

◆事業年度︓ 6⽉1⽇〜翌年5⽉31⽇

◆銀⾏︓三菱UFJ銀⾏

◆プロジェクトメンバー︓52名
（居住地︓ケニア・マラウイ・アメリカ・イギリス・ドイツ・ラオス・⽇本）4



l 上位⽬標（団体が⽬指すもの︓ビジョン）
スポーツを軸にアフリカと⽇本をつなぎ、持続可能な社会の実現を⽬指す

l 団体⽬標（団体が実施するもの︓ミッション）
スポーツを軸にアフリカと⽇本が繋がることのできるプラットフォームを提供する

l 団体⽬標達成にむけた具体的な事業

事業１︓アフリカ⽀援事業
アフリカの地域スポーツクラブと連携した独⾃⽀援事業の展開

事業２︓アフリカ交流事業
国内外の他団体と連携した⽀援・交流事業の実施

事業３︓⼈材育成・サポート事業
アフリカでインターンシップを⾏いたい⼈と現地受⼊先のマッチング
アフリカでスポーツを通して実施したいアイディアがある⼈のサポート

事業４︓情報発信事業
スポーツ、アフリカ、⽇本等のキーワードを軸にメンバー外への情報発信、
認知向上、事業成果などの発信（学会、学術誌など）

団体⽅針
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2022年度事業報告（2022年6⽉1⽇〜2023年5⽉31⽇）

• 2020年から実施してきたコロナ下での⾷料⽀
援の中で信頼関係を築いてきたHope for 
Kibera Agapeの共同代表 ケン⽒・コリンズ⽒
の発案によりユースサッカーリーグを開始。

• ⼦どもたちが熱中できることを作ることによる
⾮⾏防⽌やサッカーを通して夢を叶えられる環
境を作ることが⽬的。
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＜トライアルリーグ実施 2022.10〜12＞
・全54チーム（男⼦50チーム、⼥⼦4チーム）が参加
・保護者や⼦どもたち、運営メンバー（地元コーチたち）の反応からリーグ戦の効果を確認
・⼗分に⾷事をしないで参加する⼦どもたちが多いことから同時に⾷料⽀援の必要性を認識
・2023年3⽉から正式に年間を通したリーグを実施することを決定

l 事業１­１︓ケニアでのユースサッカーリーグ開催
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＜クラウドファンディング実施 2023.1.22〜2.28＞
・年間を通したリーグ戦の開催費⽤として150万円を

⽬標⾦額として設定。
・リーグ運営費⽤（グラウンド代・審判代など）に

加えて参加する⼦どもたち に⾷事を提供する費⽤
も含める

・30万円のリターンはリーグ戦のネーミングライツ
・クラウドファンディング実施期間中にオンライン

イベントを毎週開催。
・最終的に160⼈から⽬標⾦額を上回る1,824,000円

が集まる。
クラウドファンディングサイト
https://camp-fire.jp/projects/view/650660

https://camp-fire.jp/projects/view/650660?fbclid=IwAR3VHNk9lWp5MTKjhmPbnqKP2ovneZ1RbArA_7craruT_6kiCdwry10B54I
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＜リーグ戦開催前の現地視察・ミーティング 2023.2＞
・A-GOAL代表の岸、副代表の福居をはじめA-GOALメンバーが現地を視察し、リーグ戦の運営

メンバーや地元政治家、JICAケニア事務所などと打ち合わせを実施。リーグ戦の実施環境や
運営体制などを確認・調整

・PARK社など⽇本の協⼒者から提供いただいたサッカー⽤具を現地に寄贈

＜ プレイベント開催 2023.2.5＞
・トライアルリーグ各カテゴリー優勝チームや

これまでA-GOALとコロナ下での⾷糧⽀援
などで協働してきたクラブなど12チーム・
約200名の⼦どもたちを対象にプレイベント
を実施。

・会場の様⼦はオンラインで配信。
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＜TAKESHI SEO & JAPAN presents キベラA-GOALリーグ1stレグ実施 2023.3.45.-5.27 ＞
・U-9、U-11、U-13の3つのカテゴリーで合計47チーム、808名の⼦どもたちが参加し、15週

に渡ってリーグ戦を実施
・リーグ戦に参加する⼦どもたちには⾷事も提供。⾷事づくりには地元のママたちが協⼒。
・参加した⼦どもたちからは「リーグ戦に参加することで親に認めてもらえるようになった」

保護者からは「⼗分に⼦どもに⾷べさせられないことがあるため、A-GOALリーグで⾷事を
提供してもらえてありがたい」などの声が寄せられた

・リーグ名は、クラウドファンディングで30万円の寄付をいただいた瀬尾さんの意向で決定
（ネーミングライツ）。その他の⾼額寄附者の名前やロゴなどをバナーやビブスなどに掲載。
⾷事提供のコースを選んだ寄附者には御礼メッセージ動画を撮影
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・リーグ戦には⼥⼦チームも参加。⽣理⽤品を提供。
（キベラスラムでは、⽣理⽤品を買えずに学校に⾏けなかったり、スポーツが⼗分にできない

という課題がある）

・リーグに参加するチームのコーチたちは
WhatsAppでコミュニケーションを取るほか、
随時ミーティングを実施し、リーグで発⽣して
いる課題に対して⾃分たちで解決⽅法を⾒出し
ながら⼤きなトラブルや怪我なく1stレグ終了
（例︓年齢詐称して年⻑者を出場させている

コーチに対して、公平にリーグを実施する
意義を他のコーチたちが指摘）

・最終⽇には表彰式を実施。優勝チームには
トロフィーとメダルを授与

・コーチからは「普段⼦どもたちが表彰される
ことは少ないため、とても嬉しい」とのコメント

・表彰式の様⼦はオンラインで配信
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ケニアでのその他の活動

＜地域スポーツクラブによるスモールビジネスをサポート＞
• 2022年度から開始したスモールビジネスサポートを継続。
• 地域スポーツクラブからのビジネス提案をA-GOALで受け付
け、地域コミュニティへのインパクトや継続性、将来性など
をクラブメンバーに確認・相談し、最⼤5万円（≒5万ケニア
シリング）をサポート

• 養鶏事業を実施しているクラブでは、事業継続中
• ゴミ処理ビジネスを実施している地域クラブでは、新たに共

同トイレ運営事業なども計画中

＜崇徳⾼校「絵本プロジェクト」への協⼒＞
• 広島県の崇徳⾼校インターアクト部が企実施する「絵本プロ
ジェクト」にA-GOALとして協⼒

（株式会社Freewillからの紹介）
• 絵本プロジェクトは、⾼校⽣が⾃ら内容を考え、絵を描き、

作成した絵本をケニアの⼦どもたちに届けるというもの
• 絵本の内容についてのアドバイス（ケニアの動物がモチー

フ）や制作した絵本のケニア現地での印刷・配布に協⼒した
• ケニアの⼦どもたちと⽇本の⾼校⽣をオンラインで繋いでの
交流も実施した

• 2023年度は広島安佐ロータリークラブからの助成を得て、
継続実施中

活動紹介動画
https://drive.google.com/file/d/1TgsEf794f9J0I4zWvwmpJOwb50M3TFxy/view?usp=sharing

https://drive.google.com/file/d/1TgsEf794f9J0I4zWvwmpJOwb50M3TFxy/view?usp=sharing
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l 事業１­２︓マラウイでの農業⽀援およびローカル⾷堂開業

これまでの経緯・背景（2021年度までの取り組み）
• A-GOALでは、2020年からマラウイのケープマクレア（マラウイ湖国⽴公園内の村）で地

元のサッカークラブなどに野菜の種を渡し、農業⽀援を実施してきた
• 「A-GOAL共同農園」で収穫した野菜やマラウイ湖で獲れる新鮮な⿂などを提供し、⼈材育
成・交流の場としても持続的に機能していくためにローカル⾷堂を開業することを決定

• 2022年4⽉6⽇〜5⽉22⽇の期間でクラウドファンディングを実施し、⽬標⾦額1,110,000
円を上回る1,889,005円の寄付をいただく

クラウドファンディングサイト
https://camp-fire.jp/projects/view/571696

https://camp-fire.jp/projects/view/571696
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＜セカンダリースクールの演習受⼊・野菜配布 2022.6〜＞
• 「ケープマクレアでこんなにいろんな種類の作物を栽培して

いるところがあるとは知らなかった」という担当の先⽣の驚
きから、「A-GOAL共同農園」で村唯⼀のセカンダリースク
ールであるCape Maclear Community Day Secondary 
Schoolのフィールド演習の受け⼊れを開始

• この学校の寮で野菜は１ヶ⽉に１度しか出ない（野菜農家が
少なく、野菜は⾼いので⿂と⾖ばかり）とのことで農園を⼿
伝ってもらう代わりに野菜を提供

＜ ローカル⾷堂 開業準備 2022.6〜8 ＞
• マラウイ湖湖畔に建設可能なスペースを獲得し、地元のサッカークラブメンバーなどとと

もにキッチン、トイレ、シャワーなどの⼟台作り・浄化槽設置などから開始
• キッチンスタッフとホールスタッフの公募・選考、レイアウト検討、テーブル・椅⼦・キ

ッチン⽤具・⾷器など必要備品の調達、メニュー検討、会計の仕組み検討など
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＜店名・ロゴ決定・飲⾷店ライセンス取得 2022.8＞
• 店名を「ZATHU Cape Community Kitchen & Bar」に決定
• ZATHUは、チェワ語（マラウイの国語）で、"私たちの / 私

たちのもの" という意味。⾃分たちのもの・⾃分たちで創り
上げていくものなのだという想いを込めて、命名

• 飲⾷店として営業していくためのライセンス取得
• デザイナーの⼩池佑⼦さんのご協⼒によりロゴ決定

＜プレオープン 2022.8.27＞
• 8⽉27⽇にプレオープンイベントを実施。当⽇は、近隣

のマラウイ⼈や各国からの観光客、JICA海外協⼒隊マラ
ウイ隊員などたくさんのお客さんで賑わい、「とっても
美味しい︕」「お店の内装が素敵︕」といった好意的な
フィードバックが寄せられた

• お店の様⼦をオンラインでも配信。
（ YouTube https://youtu.be/B88Jt8gzXvM ）

https://youtu.be/B88Jt8gzXvM
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＜グランドオープン〜営業中 2022.10.15＞
• 8⽉のプレオープン以降、運営体制の整備、メニューの改良、SNS広報の開始などを⾏い、

10⽉15⽇にグランドオープン
• 12⽉25⽇は国内外からの観光客に加え、地元の家族連れなども来店し、開店以来最⾼の売上

を記録
• 周辺のロッジの宿泊客が朝晩の⾷事をZATHUで⾷べるケースも増加
• A-GOAL共同農園とZATHUの間で、野菜の供給・⽀払いなど持続的な仕組みづくりにも着⼿
• ⽇本からのインターンも定期的に受⼊

＜ZATHUオープン記念サッカー⼤会開催 2023.2.＞
• ZATHUのオープンを記念し、これまで共同農園での
農作業やZATHU建設に協⼒してもらった地元のサッ
カークラブメンバーを集め、村対抗サッカー⼤会を
実施

• 試合終了後にはZATHUで慰労会を実施
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＜Cape Maclear Clean Up Campaign 2023.5＞
• 現地NGO「Sustainable Cape Maclear」主催の地域の清掃活動イベントにA-GOALおよび
ZATHUとして協⼒

• 地域サッカークラブメンバーや地域住⺠、A-GOALインターン、ZATHUの常連さんなどが参加
• 積極的に参加した地域サッカークラブにはPARK社のサッカーボールが寄贈されました

＜地域サッカークラブ 対話＆親善試合 2023.5＞
• 清掃活動に参加した地域サッカークラブのメンバーをZATHUに集め、「⾃分の地域にどのよう

な貢献しているか」「今後どのような貢献が可能なのか」「持続可能性とは何か」「地域への
貢献や環境保全の重要性」「各⼈の将来」などなどディスカッション

• 対話の後はZATHUで⾷事（ユース団体様特別メニュー）、親善試合（モンキーベイチーム 対
ケープマクレアチーム）

上記イベントの他、2022年12⽉にはサッカーワールドカ
ップ観戦会をZATHUにて実施
ZATHUは地元のユースやマラウイ国内外からの来訪者の
交流の場・憩いの場として機能している
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＜アヒルの飼育⼩屋完成＆飼育開始 2023.5＞
• A-GOAL共同農園の中⼼メンバーの家の庭にアヒル⼩屋を作り、飼育開始準備
• 飼育が軌道に乗れば、ZATHUへの販売を開始し、現⾦収⼊につながる
• アヒルの世話を担っているメンバは、障がいを持ちながらもセカンダリースクール（夜間）に

通い、共同農園での農作業（ボランティア）にも熱⼼に参加。アヒルビジネスが、彼の学費や
家計の⽀えになることも狙いとしている

＜第3の農園での農作業開始 2023.5＞
• これまで農作業を⾏ってきた2つの農園（A-GOAL共同農園、Sustainable Cape Maclearのプ

ロット）に加えて、第3の農園での作業を開始
• これまでの2つの農園は村の⻄側に位置していたことから、⻄側のサッカーチームのメンバーを

中⼼に活動していたが、第３の農園は、村の東側に位置するため、東側のチームのメンバーも
活動に参加

• トマトと葉物野菜からスタート。 この畑は（他の２つの農園と違って）１年中、⽔へのアクセ
スがある。村⻑さんも熱⼼なLead farmerとしても知られ、この⼟地の確保、農作業、アドバ
イスなどにおいても、とても重要な役割を担っている



l 事業２︓アフリカ交流事業
国内外の他団体と連携した⽀援・交流事業の実施

Jリーグクラブとの連携

n 横浜スポーツアンドカルチャークラブ（Y.S.C.C.）
・横浜開港記念サッカー⼤会でのAfrica Challenge（運動能⼒測定を通

したアフリカ交流プログラム）の実施（合同会社CHEZAとの連携企画）
（2022.6.2）

n アスルクラロ沼津
・ユニフォームを寄贈いただきケニアのサッカークラブにお届け

（2022.6.2）

n ブラウブリッツ秋⽥
・ブラウブリッツ秋⽥・中央⼤学⼩林ゼミ「福たす」プロジェクトと連
携したホームゲームでのAfrica Challenge（運動能⼒測定を通したアフ
リカ交流プログラム）の実施（2022.9.25）



その他の団体との連携による⽀援・交流事業

n ⽇本チアダンス協会・沼津学園桐陽⾼等学校
・⽇本チアダンス協会に協⼒いただき、「アフリカンフェスタin沼津」の会場で、沼津学園桐陽
⾼等学校チアリーダー部 Merry Bunnies とウガンダの⼦どもたちをオンラインで繋ぎ、ダン
ス交流を実施（2022.7.17）

n 茨城県ユニセフ協会・笠間市⽴友部⼩学校
・茨城県ユニセフ協会の仲介により、友部⼩学校とマラウイの⼦どもたちをオンラインで繋ぎ
交流授業を実施。友部⼩学校からはノートも寄贈された（2023.2.14）



＜ A-GOAL メンバー ⻘柳さん ⼀時帰国 交流会 ＞（2022.6.5）
• A-GOALメンバーの⻘柳直希さんがマラウイから
⼀時帰国する機会に合わせて交流会を実施

• ⻘柳さんからのマラウイでの活動の紹介や、
ボッチャを通した交流
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＜ ⼤阪アフリカビジネスフォーラム での Africa Challenge実施 ＞
（2022.6.5）
• 在⽇アフリカ⼈ネットワーク（Africa Diaspora Network Japan

）が主催する「⼤阪アフリカビジネスフォーラム」に、合同会社
CHEZAとともに出展。ウガンダの⼦どもたちと会場の⼦どもたち
を繋いで交流プログラム実施
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＜ アフリカンフェスタ in 沼津 への出展＞（2022.7.16）
• 沼津市ではじめて開催されたアフリカンフェスタ in 沼津にA-GOALブースを出展。Africa 

Challenge （運動能⼒測定を通したアフリカ交流プログラム）の実施や物販
• 協⼒隊OVによるトーク企画にも参加した他、アフリカを語る集い（⽇本マラウイ協会主催）

とのコラボ企画としてマラウイ中継イベントを実施



＜ TICAD 8 公式パートナーシップ事業「AFRICA ACTION DAY」開催 ＞（2022.8.20）
• チュニジアでのアフリカ開発会議（TICAD 8）開催に合わせて、A-GOAL初の⼤型対⾯イベ

ントとして、JICA横浜にてスポーツ・⾳楽・ビジネス・国際協⼒などの側⾯から⽇本とアフ
リカの繋がりを再確認するイベントを開催。

• 在⽇アフリカ⼈30名を含む、約250名が来場
• ⼀般社団法⼈アフリカクエスト・JICA横浜との共催。⼀期JAM・WITH PEERなどの協⼒を得

て実施。12団体出展。

22
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＜ フットサルフェスタ（神⼾） での Africa Challenge実施 ＞（2022.12.3）
• 2021年に続き、フットサルの全国⼤会「フットサルフェスタ」にAfrica Challengeコー

ナーを設置。ケニアの⼦どもたちと⽴ち幅跳びやフラフープで交流。

＜ Discover Africa （原宿）の運営協⼒・出展＞（2022.12.24-25）
• 主催団体のNPO法⼈⼀期JAMから依頼を受け、出展団体の取りまとめやボランティアの募集

スタンプラリーの実施など、イベント開催全般に協⼒
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＜ホワイトリボンラン⼩⼭拠点 実施協⼒・出展（栃⽊県⼩⼭市）＞（2023.3.4）
• ホワイトリボンランは、 3/8の国際⼥性デーに合わせて、国際協⼒NGOジョイセフの主

催により開催されるチャリティランイベント。
• ⼩⼭拠点で実施するのは今回で3回⽬。A-GOALでは、⽴ち上げから毎年開催に協⼒。
• 今回は運営メンバーとしてTAIYO財団・ナイジェリアハウスと連携し、プログラム構築

や広報活動などに協⼒。当⽇は、A-GOALブースを出展し、ケニア・マラウイ商品の物販
、チャリティおみくじ、Africa Challenge(運動能⼒測定を通したアフリカ交流プログラ
ム)を実施。
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＜「アフリカの杜」実施協⼒・出展（宮城県仙台市）＞（2023.5.27・28）
• 主催団体である株式会社ちきゅう部から依頼いただき、仙台ではじめて開催する⼤型ア

フリカイベント「アフリカの杜」の開催に協⼒。プログラム構築や出展団体の募集・取
りまとめなどを担った。

• 東北の⼈々がアフリカを少しでも⾝近に感じ、興味をいだく、きっかけになることを⽬
的に雑貨や⾷品の販売、展⽰、ワークショップ、パフォーマンスなどアフリカを体験で
きるコンテンツを実施

• 当⽇は、A-GOALとしてウォーキングサッカーやブース出展なども実施



●事業３︓⼈材育成・サポート事業
・アフリカでインターンシップを⾏いたい⼈と現地受⼊先のマッチング
・アフリカでスポーツを通して実施したいアイディアがある⼈のサポート

26

① マラウイでのZATHU⽴ち上げインターン（2022.7.6-19）
ローカル⾷堂「ZATHU Cape Community Kitchen & Bar」⽴ち上げ準
備期に⽇本からマラウイに渡航し、現地での農作業への参加やZATHU⽴
ち上げのサポートなどを⾏なった。

② マラウイでのZATHU運営、サッカー交流インターン（2023.4-6）
ローカル⾷堂「ZATHU Cape Community Kitchen & Bar」⽴ち上げ後
に⽇本からマラウイに渡航し、ZATHUの運営サポートやサッカーを通し
た交流、清掃活動など地域活動に参加。その後、ケニアでも活動。

③ ケニアでのキベラA-GOAL⽴ち上げ・運営インターン（2023.1-5）
ナイロビ⼤学留学中にA-GOALの活動に参加。地元のサッカークラブ指
導者とともに、サッカーリーグの運営や参加者へのアンケート／ヒアリ
ング調査、オンラインイベントでの現地中継などを⾏なった。

④ ケニアでのキベラA-GOAL運営インターン（2023.5-）
⽇本でリーグ⽴ち上げのクラウドファンディングに協⼒した後、ケニア
に渡航し、リーグ運営をサポート。参加者へのアンケート／ヒアリング
調査、オンラインイベントでの現地中継などを⾏なっている。マラウイ
でも活動。

＜ケニア・マラウイでのインターン（ボランティア）受⼊＞
2022年度は4名のインターン（ボランティア）が、アフリカ現地でA-GOALの活動をサポート
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＜タイガーモブ連携 マラウイボランティアキャンプ企画・参加者募集開始＞
• スタディーツアーや海外インターンシップを専⾨とするタイガーモブ社との連携により、マラ

ウイでのボランティアキャンプを企画。2023年9⽉8⽇〜18⽇実施に向けて参加者募集中。
https://www.tigermov.com/short_program/detail/929

https://www.tigermov.com/short_program/detail/929


l 事業４︓情報発信
スポーツ、アフリカ、⽇本等のキーワードを軸にメンバー外への
情報発信、認知向上、事業成果などの発信（学会、学術誌など）
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＜JAグループ茨城 YouTube企画でのマラウイ料理・活動紹介（2022.10.9）＞
• JAグループ茨城が運営するYouTubeの企画で、JAグループ茨城内のキッチンスタジオ「クオ

リテLab」とマラウイをオンラインで繋いで、A-GOALの活動やマラウイの農業について紹介
した他、在⽇マラウイ⼈の協⼒を得て、スタジオにてマラウイ料理を作成した

https://youtu.be/2sypu01EccU https://youtu.be/Yk_A1VVW0KI https://youtu.be/RVC5YKuAJcE

＜協⼒隊まつりへの出展・「スポーツ×アフリカ」ワークショップ実施（2023.4.22-23）＞
• JICA市ヶ⾕で開催された

協⼒隊まつりに出展。
Pa moja・WITH PEERと連携し、

『元協⼒隊と⼀緒に︕Africa×Sport
を語る会』を実施。

https://youtu.be/2sypu01EccU
https://youtu.be/Yk_A1VVW0KI
https://youtu.be/RVC5YKuAJcE
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＜掲載メディア＞
• 中⽇新聞や読売新聞にてA-GOALの活動が紹介された

＜SNSやWEBサイト、サポーター通信での情報発信＞
• Facebook︓https://www.facebook.com/2020AGOAL
• Twitter︓https://twitter.com/i/flow/login?redirect_after_login=%2FAGOAL2020
• Instagram︓ https://www.instagram.com/a_goal2020/
• YouTube︓ https://www.youtube.com/@a-goal
• A-GOAL公式サイト︓ https://a-goal.org/
• サポーター通信︓⽉1回発⾏（マンスリーサポーター・寄附者・協⼒者など約500名に発信）

＜オンラインイベント＞
• A-GOALとして各種オンライン

イベントを実施・出演

- 「世界⾷料デー記念イベント」
- ウガンダ隊OV会主催イベント

他

https://www.facebook.com/2020AGOAL
https://twitter.com/i/flow/login?redirect_after_login=%2FAGOAL2020
https://www.instagram.com/a_goal2020/
https://www.youtube.com/@a-goal
https://a-goal.org/

